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【●】協議事項 

【 】報告事項  

 

議題名：ＯＤＡ広報（実施報告及びグローバルフェスタ JAPAN2022への参加呼びかけ） 

 

【提案者氏名、所属】 

 氏名： 石原芙美香 

 所属： 国際協力局政策課 

 

【議題提案の背景】 

開発協力は国民の税金を原資としているため、開発協力に必要な資金を確保し、開発途上国への援助を

持続的に実施する上では、広く国民の理解と支持を促進することが不可欠である。そのため、ＯＤＡ広報

活動として、ホームページ、メールマガジン、ＯＤＡ出前講座等における広報の他、マスコットキャラク

ターを用いたアニメ動画やドキュメンタリー動画、ドラマを用いた発信等、多角的な試みを進めている。 

また同時に、国際協力をテーマとしたイベントを実施し、開発協力に関わる直接的な体験を国民に広く

伝える機会を設けるとともに、日本の援助の現状及び意義を発信する取組を行っている。 

さらに海外広報として、在外公館によるプレスツアー、パンフレット・動画等の広報物作成、ＯＤＡに

よる供与品への日章旗マークの表示等のＯＤＡ広報を実施。Ｎ連案件等を通じたＮＧＯによる開発協力に

ついても、積極的に広報しているところ。 

 

【議題論点】（ＯＤＡ政策協議会で報告・議論したい点） 

上記のＯＤＡに対する国民の理解と支持を得るという目的のため、令和 3年度については「鷹の爪団の

行け！ ＯＤＡマン」シリーズにおいて、インフラをテーマとした動画（港湾・鉄道・道路）を 3 本、人

間の安全保障に関わる動画（防災・平和構築・母子保健）を 3本、母子保健に関連したドラマ「ファース

トステップ 世界をつなぐ愛のしるし」を制作・発信し、それぞれ好評を博した。 

当省のＯＤＡ広報を行う上で、幅広い層及び地方への訴求が課題となっており、当省だけではその課題

の実現にも限界がある。ＮＧＯも同様にその活動を遂行する上で対外的に広報の必要があると認識してい

る。ＳＮＳの普及もあり、できるところは協力していきたい。当省もＮＧＯについては道普請人及びＪＭ

ＡＳの取組を広報素材として取り上げており、同動画及び冊子資料も活用可能である。今後もテーマに応

じてＮＧＯの活躍についても素材として検討していきたい。なお、上記の当方の広報の方針関連し、ＮＧ

Ｏ側と必要に応じ、議論を行う。 

また、ハイブリッド形式で実施したグローバルフェスタＪＡＰＡＮ2021については 1万人以上の参加者

を得た。共催のＪＡＮＩＣの協力もあり多数のＮＧＯの方々に参加頂いた。２年ぶりの対面での開催であ

ったこともあり、ＮＧＯや参加者から多くの喜びの声を頂いた。本年度に実施するグローバルフェスタＪ

ＡＰＡＮ2022は、１０月初旬にハイブリッド方式で開催予定である。本年度のテーマは、厳しい国際情勢

の中、より良い未来を創るためにも属性に関わりなく誰もが国際協力への関与・参画を求め、そのために

国や地域を知ってもらおうというもの。それは政府、ＮＧＯに関わりなく我々共通の関心事項であり、こ

のテーマの下、ＮＧＯの積極的な参加・協力をお願いしたい。 

   海外広報の面では、ＮＧＯを通じた日本の開発協力に対する認識向上のため、ＯＤＡによる供与品への日章旗

マークの表示について、引き続き意識いただけると有難い。 

 

 

以上 



１．開発協力広報の趣旨・目的

●現地開発協力プレスツアーの実施

在外公館職員が現地メディアを開発協力サイトに案内

●現地語による広報資料等の作成
パンフレット、動画、バナー、写真パネル等の作成

●我が国のODA供与物資への日章旗ステッカーの貼付
英語、仏語､スペイン語､アラビア語 ､ポルトガル語の５言語

（２）海外広報

●国際協力イベントの開催

毎年秋、日本最大級の国際協力イベント「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ」を開催。

●開発協力広報コンテンツの制作・発信

開発協力広報アニメ動画「鷹の爪団の行け！ＯＤＡマン」シリーズや、ODAの

現場で活躍する日本人に焦点を当てたドキュメンタリータッチの動画を発信。

●ＯＤＡ出前講座

外務省員が講師を務め、国内の教育機関等で開催（令和３年度はオンラインにて実施）

●開発協力関係者を通じた情報収集・発信

特に地方における中小企業等のODA参画者に焦点を当て、取材・記事制作を実施。

●外務省ＯＤＡホームページ

ODAデータ集の掲載のほか、アフリカODA特集ページの作成等

●Twitterによる情報発信
●ＯＤＡメールマガジン
●パンフレット作成

（１）国内広報

III. 実施 （2）実施体制 ウ 実施基盤の強化
（ア）情報公開、国民及び国際社会の理解促進
開発協力は、国民の税金を原資としている。したがって、開

発協力に必要な資金を確保し、持続的に開発協力を実施してい
くためには、国民の理解と支持を得ることが不可欠である。こ
の観点から、開発協力に係る効果的な国内広報の積極的な実施
に努め、国民に対して、開発協力の実施状況や評価等に関する
情報を幅広く、迅速に十分な透明性をもって公開するとともに、
政策、意義、成果、国際社会からの評価等を国民に分かりやす
い形で丁寧に説明する。また、開発途上国を含めた国際社会に
おいて、日本の開発協力とその成果の認知度・理解度を高める
ことも重要であり、そのための海外広報にも積極的に取り組む。

参考：開発協力大綱（平成27年2月閣議決定）

●我が国外交政策のツールとして不可欠なＯＤＡ予算を円滑に実施するためには、広く国民一般の理解
と支持を獲得する努力をより意識的に強化することが必要。
その際、我が国の開発協力が、単に開発途上国の開発に役立っているにとどまらず、①我が国経済の
活性化、②我が国の平和と安全の維持、③国際社会からの信頼獲得といった我が国の国益に貢献して
いることを、分かりやすい具体例をもって説明することが肝要（国内広報）。

●同時に、日本の国際貢献の柱である開発協力の成果を、被供与国の国民や国際社会に積極的・
戦略的に発信していくことも重要（海外広報）。

２．主な事業

令和４年７月１５日
国際協力局政策課

地球規模課題総括課



ODA出前講座
・外務省職員が教育機関等に赴き
ODAや国際協力全般について
分かりやすく説明。

・令和４年度はオンラインと対面で実施予定。

コンテンツ制作
・2018年度スタート
・人気キャラクター「秘密結社 鷹の爪」を起用し
ODAをわかりやすく伝えるアニメ動画「鷹の爪団
の 行け！ODAマン」を制作。

・動画17本、シミュレーションゲーム
「あなたもODA」制作。
・YouTube上の動画再生回数は累計約243万回。

ODAメールマガジン
・毎月1回メール配信（登録者数:約2万人）
・外務省HPにも掲載（地域･国別、シリーズ別）
・外務省本省、在外公館、国際機関、
民間企業､NGO等、様々な立場から
ODAの取組やエピソードを紹介。

ODAツイッター
・2019年5月に「外務省／ODA広報」
アカウントを開設

・フォロワー約11,700人（2022年6月現在）

国際協力イベント
・毎年10月6日の「国際協力の日」に近い週末に東京
都内で「グローバルフェスタJAPAN」を開催。

・令和3年度は30回目の開催（令和2年度は中止）。
10/9-10にリアル（東京国際
フォーラム）とオンラインの
ハイブリット形式で開催。

「教えて！外務省
知っておきたい国際協力」

・JICA広報誌 JICA Magazine（隔月刊）に掲載
・国際協力の様々なテーマについて
外務省員がインタビュー形式で
分かりやすく解説。

国内広報（主な取組）



ドキュメンタリー動画
「ODAの挑戦者たち」

日本全国各地発！
中小企業のODA
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ドキュメンタリー動画

フロントランナー 世界
の未来を作る日本人たち

・日本企業によるODAへの挑戦を紹介・ピース又吉直樹さんがナビゲーター。
人間の安全保障」をテーマに「防災」
「平和構築」「保健・栄養」の分野で
活躍する“フロントランナー“と対談。

Q&A集 ODA紹介動画インタビュー記事

・JICA民間連携事業
に参画した中小企業
にインタビュー。

・都道府県ごとにPDF
形式で作成。

国内広報事例

ファーストステップ
世界をつなぐ愛のしるし
・外務省国際協力局や開発協力の現
場を舞台にしたドラマ。2022年3月
にBSよしもとにて放送。外務省
YouTubeアカウントで配信中。

ドラマ
最近の取組
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ODAツイッター
国協政 動画編集始めました！

在外公館にプレスツアーや出張時の動画撮影を依頼。国協政で編集してツイッター､
YouTube､ODAホームページなどに掲載。開発協力を自撮り動画で楽しく分かりやすく
ご紹介。


